
１　今回の記録計時は、ランナーズチップ（ＲＴタグ）で行います。

２　ＲＴタグは、「たすき」のポケットに２個入っています。　…　写真参照

ポケットの中に縦向きと横向きで２個入っています。

　　マジックテープで塞ぎ、ホッチキス止めします。

ＲＴタグは競技が終了するまで、絶対に取り出さないで下さい。

３　記録計測のため、中継点（フィニッシュ地点）にアンテナマットを設置します。
２走以降（次走）の選手

①アンテナマット 　 ②アンテナマット
（メイン） 　（サブ）

(注) 前回は、アンテナマット付近を立入禁止区域としていました。

４　「たすき」はつぎの点に注意し保管して下さい。
　　たすき（ＲＴタグ）は、テレビやパソコンに近づけない。
　　テレビやパソコンの電波に反応して、ＲＴタグ内部の電池を消耗する可能性があります。
　　（電池が消耗してしまうと記録が計測できなくなる恐れがあります）

５　ＲＴタグの回収について
ＲＴタグは、フィニッシュ後に回収いたします。

なお、未返却および紛失された場合は、後日実費（１個につき2,000円）を請求いたします。
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